
解 答
宗 唄 ① 平行脈 ② ウ 欝 イ 蔚 ① 子房 ② 風 ③ 虫媒花 ④ イ

鰻 ① エ ② イ

就 唄 あ 完全 い ４ う ６ え 胸 欝 イ，エ，オ 蔚 ２５

鰻 ① Ａ ウ Ｂ ア ② Ｃ ウ Ｄ エ 姥 Ｅ エ Ｆ イ Ｇ ア

州 唄 ① エ ② あ 石灰水 い 白 う 酸素 欝 Ａ 固体 Ｂ 低 Ｃ イ

蔚 １２９ 鰻 姥 ９
５
３

修 唄 ７５.３ 欝 １００ 蔚 ① イ ② エ ③ オ

鰻 ① １３.５ ② Ａ １５ Ｂ １２ Ｃ １０ ③ Ａ 姥 イ

愁 Ⅰ 唄 ２ 欝 １ 蔚 ４ 鰻 ４ 姥 ２ 厩 ２ 浦 ５

Ⅱ 唄 １ 欝 ３.２ 蔚 ３

解 説
宗 鰻 ２００８年には昆虫の数が増え，２０１０年には平均気温が低くなっていることが，グラフからわかります。

就 蔚 ５ｇのハチミツをつくるためには，１０ｇの花のみつを集めることが必要です。ミツバチは１日に０.４ｇ

（０.０４×１０）の花のみつを運びます。したがって，２５日（１０÷０.４）かかります。

鰻 ①では，ダンスでは真上の方向を太陽の方向に見立てているので，Ａは太陽とは正反対の方向，Ｂは太陽の右

に４５度の方向に，えさ場があるとわかります。②では，それぞれ太陽の方向とえさ場の方向とがつくる角度を

考えていきます。Ｃでは，正午に太陽は南にあるので，えさ場は右へ９０度の方向にあり，Ｄでは，午後３時ご

ろには太陽は南西の方向にあるので，えさ場は左へ９０度の方向にあることになります。

姥 Ｅは１５秒間に２.５回ダンスをすることになるので，５㎞より近く１.５㎞より遠いことがわかります。Ｆは

１５秒間に７.５回ダンスをするので，５００ｍより近いことがわかります。５０ｍ以内であれば円形ダンスを

するはずなので，Ｆは約２５０ｍだとわかります。

州 蔚 問題文を読むと，圧力と酸素の体積は反比例していることがわかります。圧力と体積の積が１８００（１０×

１８０＝１２×１５０）になっているので，圧力が１４のときには体積は１２９安（１８００÷１４＝

１２８.５…）です。

鰻 圧力が２倍，３倍…になると，体積は 倍， 倍…になります。したがって，圧力が 倍になったときには，
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姥 圧力と体積の積が１８００なので，９（１８００÷２００）だとわかります。

修 唄 １８℃の飽和水蒸気量は１５.４ｇなので，湿度は７５.３％（１１.６÷１５.４×１００＝７５.３２…）で

す。

鰻 ① 平均大気の温度は，１㎞高度が上がるごとに６.５℃下がるので，地表の気温が２０℃のときの高度

１０００ｍでは１３.５℃（２０－６.５）です。

② Ａは地表ですでに湿度が１００％になっているので，１㎞高度が上がるのに５℃下がって１５℃です。また

Ｃは，湿度は１００％未満で，１㎞高度が上がってはじめて１００％になるので，１０℃下がります。Ｂはま

ず，１４℃になるまで，１㎞あたり１０℃の割合で温度が下がり，その後は１㎞あたり５℃の割合で温度が下

がります。したがって，６００ｍは１㎞あたり１０℃，残りの４００ｍは１㎞あたり５℃の割合で温度が下が

るので，１２℃になるとわかります。

③ Ａ～Ｃの気塊で，高度１０００ｍの平均大気の温度よりも低いのはＡの気塊です。

愁 Ⅰ 図１より，ばねは１００ｇで１㎝のびることがわかります。定滑車では重さはそのまま伝わりますが，動滑車

では重さは左右のひもに分かれるので，姥のばねには２００ｇの重さがかかります。また，角度を変えても，

滑車を使ってばねをまっすぐ引けば，真下につるしたのと同じ力がかかるので，浦のばねには５００ｇの重さ

がかかります。

Ⅱ 唄 棒が折れ曲がっているときには，おもりをつるす位置から垂直な線をおろして，水平な長さを考えます。

したがって，図２ではＡ～Ｃはいずれも支点からの距離は４と考え，ばねには１００ｇ（２００×４÷８）

の重さがかかり，のびは１㎝です。

欝 ばねの支点からの距離は５と考えればよいので，かかる力は３２０ｇ（２００×８÷５）になり，のびは

３.２㎝です。

蔚 定滑車は力をそのまま伝え，これはひもの角度によらないので，ばねには３００ｇ（２００×６÷４）の

力がかかり，のびは３㎝です。
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